
今
、
帯
広
市
の
ま
ち
な
か
は

市
民
に
と
っ
て
安
全
・
安
心
な
環

境
に
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？

安
全
・
安
心
と
言
っ
て
も
、
ど
の

部
門
に
対
し
て
な
の
か
と
て
も
幅

広
い
問
題
で
す
。

今
回
は
、
道
路
の
交
通
事
情

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
ち
な
か
で
の
道
路
は
車
優

先
か
？
歩
行
者
優
先
か
？
ど
ち

ら
で
し
ょ
う
か
？

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
す
る

と
た
く
さ
ん
の
意
見
が
溢
れ
て
い

ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
人
は
車
も
運

転
す
る
し
、
歩
く
こ
と
も
し
ま

す
。
そ
の
時
の
立
場
に
よ
っ
て
全

く
別
の
考
え
が
あ
る
よ
う
で
す
。

例
え
ば
車
を
運
転
し
て
い
る

と
き
に
、
横
断
歩
道
を
の
ろ
の
ろ

渡
っ
て
い
る
人
に
は
「
速
く
渡
っ
て

し
ま
え
」
と
怒
鳴
り
つ
け
る
。
一

方
、
自
分
が
歩
い
て
い
る
時
に
、

危
険
な
運
転
を
さ
れ
る
と
「
こ
の

野
郎
」
と
思
う
。

伊
丹
十
三
が
、
「
小
人
は
乗
り

物
に
あ
わ
せ
て
態
度
が
で
か
く

な
る
」
と
言
っ
た
そ
う
で
す
。
歩

行
者
に
比
べ
て
車
は
強
大
な
力

を
持
っ
て
い
ま
す
。

「
強
い
者
が
弱
い
者
を
い
た
わ

る
」
と
言
う
気
持
ち
が
、
車
社
会

の
発
展
と
共
に
薄
れ
て
き
た
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。

車
は
大
変
便
利
な
も
の
で
、

市
民
生
活
に
と
っ
て
は
切
っ
て
も

切
れ
な
い
大
事
な
も
の
に
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
便
利
な
反

面
、
そ
れ
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て

失
わ
れ
て
い
く
も
の
も
多
い
。

環
境
面
で
は
空
気
の
汚
染
、

事
故
に
よ
っ
て
重
大
な
ケ
ガ
や

人
命
が
失
わ
れ
る
。

下
の
写
真
は
昭
和

年
５

33

月
、
西
２
条
９
・

丁
目
現
在
北

10

洋
銀
行
前
の
交
差
点
で
す
。
ま

ち
な
か
に
初
め
て
信
号
機
が
つ
き

ま
し
た
が
、
事
故
が
あ
っ
た
よ
う

で
、
警
察
が
来
て
現
場
検
証
を

し
て
い
ま
す
。

も
し
も
こ
こ
に
信
号
機
が
無

く
、
ど
の
方
向
か
ら
も
一
時
停

止
標
識
が
あ
っ
た
ら
ど
う
で
し
ょ

う
か
？
車
に
と
っ
て
は
不
便
で
し

ょ
う
が
、
車
も
歩
行
者
も
ど
ち

ら
も
安
全
に
気
を
配
っ
て
道
路

を
渡
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
交
差
点
を
渡
る
権

利
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
安
全
に

渡
る
た
め
、
お
互
い
に
気
を
つ
け

る
義
務
も
負
っ
て
い
る
の
で
す
。

信
号
機
の
役
目
は
、
車
の
交

通
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
で
あ
っ

て
、
事
故
の
防
止
に
は
役
に
立
た

な
い
。
何
事
も
機
械
任
せ
に
す
る

風
潮
が
あ
り
ま
す
が
、
一
番
大

事
な
の
は
「
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
、
ふ
れ
あ
い
、
優
し
さ
、
思

い
や
り
」
と
い
っ
た
、
気
持
ち
の
持

ち
よ
う
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

昭
和

年
代
、
テ
レ
ビ
が
登

30

場
し
た
頃
、
ア
ン
テ
ナ
が
建
っ
て
い

る
家
を
探
し
て
テ
レ
ビ
を
見
せ
て

貰
い
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
全
然
知
ら
な
い
お
家
で
す

が
、
そ
こ
に
は
近
所
の
人
が
大
勢

集
ま
っ
て
い
て
、
み
ん
な
で
テ
レ
ビ

を
取
り
囲
み
楽
し
く
過
ご
し
て

い
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
今
で
は

ち
ょ
っ
と
考
え
ら
れ
な
い
で
す
よ

ね
。
街
を
歩
く
と
「
あ
の
人
は
ど

こ
の
誰
々
さ
ん
」
な
ど
と
す
ぐ
に

分
か
り
ま
す
。

今
は
個
人
情
報
保
護
法
な
ど

で
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
」
「
個

人
の
状
況
に
立
ち
入
ら
な
い
」
と

い
う
傾
向
が
強
ま
り
、
「
誰
が
何

を
し
よ
う
が
見
て
見
ぬ
ふ
り
」
を

す
る
こ
と
が
自
分
の
身
を
守
る

術
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
他
人

に
関
心
を
持
た
な
い
社
会
で
の

安
全
に
は
防
犯
カ
メ
ラ
で
監
視
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安心・安全な
歩行者優先のまちづくり

まちなかでの交通事情
道路は車優先か？歩行者優先か？
まちなかに信号機が無くなったら？



す
る
し
か
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。

但
し
、
映
さ
れ
た
映
像
は
、
個
人

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
た
め
、

勝
手
に
公
開
出
来
ま
せ
ん
。
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
」
と
言
う
共
同
社

会
の
中
で
人
と
の
ふ
れ
あ
い
、
繋

が
り
が
崩
壊
し
て
き
て
い
ま
す
。

戦
後
、
団
塊
の
世
代
と
呼
ば

れ
る
人
た
ち
が
、
日
本
の
経
済

を
成
長
さ
せ
、
頑
張
っ
て
築
き
あ

げ
て
き
た
「
豊
か
な
社
会
」
と
は

こ
ん
な
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
？「

街

の
中

に
求

め
る
も
の

は
？
」
と
聞
い
て
み
る
と
、
「
安
ら

ぎ
、
ふ
れ
あ
い
、
憩
い
、
ゆ
っ
く

り
」
な
ど
言
葉
が
出
て
き
ま
す
。

い
ま
、
ま
ち
な
か
を
歩
い
て
い

る
と
違
法
駐
車
の
車
を
取
り
締

ま
る
パ
ト
カ
ー
が
毎
日
の
よ
う
に

「
車
を
止
め
な
い
よ
う
に
！
」
と

走
り
回
る
姿
を
見
か
ま
す
。

駐
車
禁
止
と
知
っ
て
い
て
、
お

店
の
前
に
止
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
ほ
ど
急
い
で
い
る
の
で
し
ょ
う

か
？
ま
ち
な
か
の
駐
車
場
の
余

裕
は
十
分
あ
り
、
お
買
い
物
に

対
す
る
駐
車
券
サ
ー
ビ
ス
も
あ

り
ま
す
。
車
か
ら
降
り
て
ま
ち
な

か
を
歩
く
「
ゆ
と
り
の
あ
る
心
」

が
本
当
の
豊
か
で
気
持
ち
の
良
い

社
会
を
造
っ
て
い
く
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？

ま
ち
な
か
が
市
民
に
と
っ
て
安

心
・
安
全
に
利
用
で
き
る
「
ふ
れ

あ
い
の
広
場
」
に
な
り
、
人
間
味

あ
ふ
れ
る
優
し
い
空
間
に
出
来

れ
ば
素
晴
ら
し
い
都
市
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

昭
和

年
７
月
頃
の
栄
通
（
９

37

丁
目
線
）
何
か
の
パ
レ
ー
ド
の
写

真
で
す
。
１
枚
目
は
東
広
園
（
３

階
建
て
）
、
隣
に
河
野
園
製
茶
、

パ
ー
マ
屋
、
道
時
計
店
が
並
ん
で

い
ま
す
。
そ
の
先
は
大
き
な
木
が

あ
り
森
の
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、

こ
の
場
所
は
今
の
経
済
セ
ン
タ
ー

ビ
ル
（
道
銀
、
会
議
所
）
で
す
。

２
枚
目
は
東
側
の
風
景
で
す
。

自
衛
隊
の
バ
ン
ド
が
西
２
条
交
差

点
を
渡
っ
て
い
ま
す
。
い
す
ゞ
の

広
告
塔
が
あ
る
建
物
は
靴
の
ワ

シ
ン
ト
ン
、
た
ば
こ
屋
、
天
津
甘

栗
、
渡
辺
時
計
店
、
京
染
め
京

呉
服
の
丸
紅
、
ウ
サ
ギ
ヤ
書
店
、

ハ
ヤ
シ
床
屋
、
石
岡
時
計
店
、
中

央
薬
局
が
並
ん
で
い
ま
す
。
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中
心
市
街
地
の
歴
史
を
振
り
返
る

昭
和
の
写
真
ア
ル
バ
ム
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３
枚
目
は
昭
和

年
３
月
で

37

藤
丸
デ
パ
ー
ト
（
現
北
洋
ビ
ル
）

が
見
え
ま
す
。
８
丁
目
の
旧
藤

丸
か
ら
新
築
移
転
し
、
昭
和
36

年

月

日
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

11

20

た
。
帯
広
で
は
初
め
て
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
（
上
り
の
み
）
が
お
目
見
え

し
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
ガ
ー
ル
が
付

き
添
っ
て
い
ま
し
た
。
昭
和

年
37

４
月
に
屋
上
遊
園
地
が
オ
ー
プ

ン
。
飛
行
機
や
ミ
ニ
列
車
な
ど
の

遊
具
を
備
え
子
供
達
に
は
大
人

気
。
展
望
台
か
ら
は
帯
広
中
が

見
渡
せ
る
望
遠
鏡
も
設
置
、
７

月
に
は
巨
大
な
ナ
シ
ョ
ナ
ル
広
告

塔
が
完
成
し
、
灯
台
の
よ
う
に
明

か
り
が
回
り
、
帯
広
の
夜
空
を

照
ら
し
て
い
ま
し
た
。

藤
丸
デ
パ
ー
ト
は
い
つ
の
時
代

も
「
帯
広
の
文
化
の
発
信
地
」
で

あ
り
、
中
心
部
の
核
で
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
が
「
藤
丸
さ
ん
」
と

呼
ば
れ
る
由
縁
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。

２
月

日
、

14

西

１
条

南

９
丁
目
、
本

通

り
に
オ

ー
プ
ン
し
た

食
事
処
「
か

ね
田
商
店

で
す
。

メ
イ
ン
メ

ニ
ュ
ー
は
ジ

ン
ギ
ス
カ
ン

・
ホ
ル
モ
ン

で
一

番

の

お
薦

め
は

「
ホ
ル
ジ
ン

セ
ッ
ト
」
。

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
・
ホ
ル
モ
ン
・
小
袋
・

野
菜
が
付
い
て
一
人
前
９
８
０

円
。
そ
の
他
「
お
で
ん
・
串
焼
き
・

お
つ
ま
み
」
や
「
麦
入
り
ご
飯
や

麦
と
ろ
ろ
飯
、
か
け
そ
ば
・
う
ど

ん
」
ま
た
、
飲
物
も
ビ
ー
ル
・
日
本

酒
か
ら
カ
ク
テ
ル
・
ソ
フ
ト
ド
リ
ン

ク
ま
で
豊
富
に
取
り
そ
ろ
え
て

お
り
ま
す
。

こ
の
お
店
の
特
徴
は
、
写
真
を

見
る
と
わ
か
る
よ
う
に
、
昭
和

年
・

年
代
の
店
作
り
。
入
り

20

30

口
前
の
壁
に
は
昔
の
広
告
看
板
、

店
内
に
入
る
と
タ

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た

か
の
よ
う
に
、
昔

の
映
画
の
ポ
ス
タ

ー
や
年
代
物
グ
ッ

ズ
が
た
く
さ
ん
飾

ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｂ
Ｇ
Ｍ
は
フ
ラ
ン

ク
永
井
な
ど
の
昭

和
歌
謡
が
中
心
、

小
上
が
り
の
奥
に

は
懐
か
し
の
テ
レ

ビ
が
置
か
れ
、
テ
ー
ブ
ル
に
は
漫

画
「
巨
人
の
星
」
で
お
馴
染
み
の

丸
い
卓
袱
台
で
す
。

メ
ニ
ュ
ー
に
も
あ
げ
パ
ン
・
ハ
ム
カ

ツ
・
メ
リ
ケ
ン
焼
き
・
ラ
ム
ネ
・
カ

ツ
ゲ
ン
な
ど
の
懐
か
し
の
定
番
も

あ
り
、
ま
た
、
日
替
わ
り
料
理
も

用
意
し
て
お
り
ま
す
。

名
様

20

迄
の
団
体
Ｏ
Ｋ
で
、
８
名
様
の
小

部
屋
も
あ
り
ま
す
。

定
休
日
は
日
曜
。
営
業
時
間

は
午
後
５
時
か
ら
翌
朝
４
時
ま

で
。

街で見かけた
新しいお店を
紹介します

どうぞよろしく！

ホルジン・惣菜

かね田商店
西１南９－１８(西一条中央商店街)

TEL ０１５５－２１－０１３５
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№６２クイズで当てましょう！
西２条南９丁目に北洋ビル(北【 】問題

洋銀行中央支店)がありますが、最初に建てら
れたときは何だったでしょうか？

１．藤丸デパート
２．郵便局
３．市役所

正解者の中から抽選で２名の方に、日専連おびひろ
の商品券1000円分をプレゼントいたします。当選者は次
号で発表いたします。
◆応募方法◆ ＜締切：３月２０日必着＞
クイズの解答、郵便番号・住所・氏名・年齢・電話番号を

記入の上、下記までハガキまたはFAXでお願いします。
〒080-0012 帯広市西２条南９丁目坂本ビル５Ｆ

市振連内 いらっしゃい編集局 FAX:２３－６５６０
正解は③の「 」でした。正解当まちなか歩行者天国大作戦
選者は浜村昭子さん、向井潤さんでした。

いらっしゃい瓦版を
インターネットでご覧頂けます。

下記の帯広市商店街振興組合連合会
ホームページにアクセスしてください。

こちらのWEB版では、写真がカラーになっています。
ぜひ一度ご覧下さい。

http://ww6.et.tiki.ne.jp/~obsinren/

映画に行こう！

〈2006年３月上映予定作品〉

『そして、ひと粒のひかり』
アメリカ・コロンビア １０１分

◆前売一般１４００円【当日一般１７００円、シニア
（６０歳以上要証明）１０００円、高校生（学生証提
示）１０００円、小・中学生８００円、レディースデー
（木曜日女性のみ）１０００円】
◆ 2006年３月３日（金）～３月１６日（木）上映日：
◆上映時間

①１３：００～②１５：３０～③１８：００～
土・日は１日３回上映（月曜休館）
平日(火水木金)は①のみ

コロンビアの田舎町に住む１７歳のマリアはいつも
家族との衝突が絶えず、不満を抱えて毎日を過
ごしていた。そして、愛してもいない彼氏の子を妊
娠している事実も発覚していしまう。出稼ぎのため
街に向かおうとするマリアだったが、週末のパー
ティで一度会ったフランクリンが現れ、「旅に関係
する仕事」を進めてくれる。フランクリンが「ミュー
ル（運び屋）」という言葉を口にしたとき、それが麻
薬を胃の中に飲み込んで密輸する仕事だと理解
して、一旦は躊躇するも、想像もつかない額の報
酬にマリアは仕事を引き受けてしまう。別のミュー
ル、ルーシーから、ゴム袋にヘロインを詰めた粒
を大量に飲み込まなければならないということ、そ
してもしその袋が体内で破れたら死んでしまうとい
う事を教えられ、不安に襲われるマリア。だが、つ
いに彼女は心を決め、６２粒の麻薬を飲み込み、
お腹の中にひと粒の命を抱えて、ニューヨーク行
きの飛行機に乗り込んだのだ・・・・・・・。

『歓びを歌にのせて』
◆ 2006年３月１７日（金）～３月３０日（木）上映日：

◆上映時間(土日は１日４回上映）

①１０：３０～②１３：３０～③１６：３０～

④１９：３０～ （月曜休館）平日は①のみ

･････････････････････････････････････････
詳細はＣＩＮＥとかちホームページで・・・・

http://www.h6.dion.ne.jp/~cine.tkc/
CINEとかちプリンス劇場 西１南９（東銀座通り）

共通駐車券情報！
いま、帯広市商店街振興組合連合会では、買物共通

バス券事業と同じように、お買上げ金額により駐車券を
差し上げる「共通駐車券事業」を実施しております。

共通駐車券は、１００円券・１５０円券・２００円券の３種
類の金券となっており、駐車料金の精算時に利用できま
す。

この駐車券事業には藤丸デパートなど中心部のお店
１３０店ほどが参加しており、車でお越しのお客様へのサ
ービスとして駐車券を提供しております。

利用できる駐車場は、２４時間自動化駐車場と管理人
さんのいる駐車場合わせて、１６ヶ所です。

＜自動化駐車場＞ ＜有人駐車場＞
日専連駐車場 新津駐車場
サクラ駐車場 雄和パーキング
アクセス２９ 帯広モータープール
市営帯広駅南口駐車場 都通りパーキング
真鍋パーキング 西３条有料駐車場

市営帯広駅北地下駐車場くるまちゃんパーキング
市営帯広中央駐車場NC帯劇駐車場

パーキング１．１１
大通１０パーキング

駐車台数は全部で１，５００台あり、充分余裕がありま
す。ただ、中心部に近い駐車場に集中する傾向がありま
すので、ちょっと離れた駐車場なら、すぐに駐車できま
す。健康のためにもちょっと散歩が出来る距離の駐車場
もぜひご利用下さい。

中心部商店街では、皆様のお越しをお待ちしておりま
す。ぜひ、いらっしゃいませ！


